
令和５年度 第 1 回 都民を対象としたテーマ別環境学習講座報告 

「気象キャスターと学ぶ気候変動～私たちにできる対策とは～」 

 

 

□実施日時  令和 5 年 7 月 1 日（土） 

１３時３０分～１５時００分 

□実施方法  Zoom を使用したオンライン開催 

        

 

 

□実施内容 

１．気象キャスターと学ぶ気候変動 

～私たちにできる対策とは～ 

〇(講師) NPO 法人気象キャスターネットワーク 

水越祐一 氏 

気象予報士、防災士 

NPO 法人気象キャスターネットワーク事務局⾧ 

関西テレビ、NHK 大阪などで気象キャスターを務め、 

現在はテレビ朝日「大下容子ワイド！スクランブル」の 

気象情報を担当 

 

○近年の大雨、猛暑などの気象災害について 

梅雨末期の大雨、夏の猛暑にどう対応したらいいのか。 

地球温暖化がなるべく進まないように私たちにできること

は何か考える。 

 

 

 

 

 

 

○人間活動が及ぼす温暖化への影響について、 

IPCC の第一次報告書（1990 年）で「気温上昇を生じさせ

るだろう。」とし、第 6 次報告書が発表され、2021 年 12

月の報告書では、温暖化に人間活動が及ぼす影響につい

て、「疑う余地がない（99％以上）」とされている。 

 

 

 



○今後の地球の気温はどうなるのか。 

すでに産業革命前と比べると、1.1℃気温は上昇している。 

現状以上の温暖化対策を取らなかった場合 4.4℃、気温上

昇を低く抑えるための厳しい対策をとった場合でも 1.4℃

上昇してしまうと予想されている。 

私たちがここ 10 年に選択することが、今後数千年に影響

すると考えられている。 

 

 

○地球温暖化で異常気象が増える 

地球温暖化で地球の平均気温が上がれば上がるほど、 

熱波、大雨、干ばつなどの異常気象が増え、海面が上昇す

ると予想され、私たちがここ 10 年に選択することが数千

年に影響すると考えられている。 

最近の WMO（世界気象機関）の発表で、2027 年までに

気温の上昇が 1.5℃を超える可能性が 66％となっている。 

 

 

○適応策について 

では、私たちに何ができるのか。 

今、取り組んでも、地球温暖化は止めることは難しいた

め、私たちは地球温暖化の悪影響に備える必要がある。 

まずは、適応策について紹介する。 

 

 

 

 

○猛暑日や熱帯夜の増加 

これまでは、40℃以上が数十年に一度記録されていたが、

近年では、5 年連続で記録更新され、暑い日が増えてきて

いる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



○猛暑日の増加 

早い時期に記録的な暑さになることは、身体が暑さに慣れ

ておらず、非常に危険。 

昨年のデータによると、6 月末に例年より早く猛暑日にな

った時に、熱中症の搬送者数が急増し、８月に入ると、熱

中症の発症が少なくなっている。 

 

 

 

 

○今年の夏は？ 

今年の夏は、エルニーニョ現象になると予想されている。 

本来、エルニーニョ現象は、冷夏・暖冬となるが、過去 3

年間のラニーニャ現象の影響が残っていて、高気圧の影響

が強まることから、３か月予報では梅雨明けは厳しい暑

さ、大雨になると予想されているため、暑さと大雨の両方

に、注意が必要である。 

 

 

 

○東京都内の熱中症の状況（2020 年） 

東京都２３区熱中症死亡者数データによると、約９割が 65

歳以上の高齢者で、更にその約９割が屋内、エアコンを利

用していなかった。 

その半数が、エアコンを持っていたそうだが、ためらわず

にエアコンを無理なく使ってほしい。 

 

 

 

○熱中症対策のポイント。 

エアコンの使用だけではく、水分補給も重要。汗をかいた

とき水やお茶ばかり飲むと、体液が薄まり排出してしまい

自発的脱水となるので、塩分やイオン飲料を摂取して、効

率的に水分補給をするとよい。 

また、適度な運動、規則的な生活リズムや栄養のある食事

をとるなど体調管理がポイントである。 

 

 

 



○頻発する気象災害 

暑さだけではなく、最近は、大雨の災害が増えている。 

2019 年の台風 19 号を覚えている方も多いと思うが、昨年

も西日本豪雨が発生するなど、大きな被害が出た。 

 

 

 

 

 

○「非常に激しい雨」の増加 

地球温暖化の影響で天候が変わっていると考えられてい

る。 

短時間強雨の回数を、過去 40 年ほどさかのぼってみる

と、平均すると増加傾向にあり、強い雨が降りやすくなっ

ていることが分かる。 

今世紀末には、非常に激しい雨が 2.3 倍になると予想され

ている。 

 

 

 

○台風はどうか。 

気象庁の予想では、今世紀末は、温暖化により、台風の発

生数自体は少なくなると考えられているが、強い台風は増

えると言われている。 

右図のように、日本の南海上が増える地域になっており、

日本に猛烈な台風が来る可能性が高まると想定されてい

る。 

 

 

 

○気温上昇が与えた影響 

気温上昇が雨量にどれくらい影響したかのシミュレーショ

ンでは、１割ほど増えており、1000mm の雨量に対し

100mm が、地球温暖化の影響で増えていると考えられてい

る。 

 

 

 

 



○警戒レベルと気象情報や避難情報 

大雨などの災害時には自分から情報を取りに行くことが重 

要である。現在、災害時には、気象情報や避難情報が警戒

レベルとともに発信されており、早めの避難を呼びかけて

いる。 

 

 

 

 

 

○様々な気象情報 

近年は、雨雲レーダーやキキクルで土砂災害や浸水害、洪

水害などの情報がチェックできるようになった。 

また、2021 年夏からは、線状降水帯（顕著な大雨）が発

生してすぐに情報が出されるようになり、今年の夏からは

30 分間前倒しして、出されるようになった。 

線状降水帯や顕著な大雨というキーワードを聞いたら、 

危険だと感じとってほしい。 

 

 

○家族でできる備え 

災害時にどのように行動するか、自分が住んでいる地域の

危ない場所、避難場所はどこかを事前に知っておいた方が

よい。 

そこで活用されているのが「マイ・タイムライン」。 

「マイ・タイムライン」とは、大雨が迫っている時を想定

して、個人個人の状況に応じて、自分自身の避難計画を考

える、というもの。ぜひ、家族で話し合ってみるとよい。 

 

 

○災害発生時の備え 

浸水したら電気もガスもしばらく使えず、テレビもエアコ

ンもつかない、冷蔵庫も使えず、水が流れなくなれば、ト

イレも流れなくなる。 

防災食品や簡易トイレなど備蓄品の準備も大切であるが、

浸水して孤立すると大変なことから、情報をチェックし

て、早めに避難することが重要である。 

 



 

○緩和策について 

温室効果ガスを減らす緩和策について、紹介する。 

地球温暖化対策について取り組み方がわかりづらい。 

ひとりひとりができることは、小さくてどれくらい効果が

あるのかという無力感を感じやすい。 

 

 

 

 

○削減効果の可視化 

国立環境研究所「脱炭素型ライフスタイルの選択肢 カー

ボンフットプリントと削減効果データブック」では、私た

ちの行動の効果が、数字になっていて目標も記載されてい

る。 

こちらを参考に、自分ができることを実践してみるとよ

い。 

 

 

 

 

 

 

○防災の心理学 

人間は意外と、危険かもしれない状態に陥っても、自分は

大丈夫、自分は事故にあわない、というパニックにならな

いような心理的な働きがある。 

これは、いざというときの判断を妨げることになってしま

うため、日ごろからの心構え、訓練によって、災害や地球

温暖化への対策を考えておくことが重要である。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

●質疑応答（質問は原文ママ） 

【事前質問】 (回答者：水越先生) 

質問： 東京湾などで獲れる魚が変わってきているのは気候変動のせいですか？ 

回答：地球温暖化の影響で海水温が高くなっています。魚も地球温暖化の影響を受けています。 

 

質問： 気象と気象病との関連性について知りたい。 

回答： 気圧が変わると体に異変を感じることについては、気圧以外の要素も関連するので特定の原因

を判断するのは難しい。 

 

質問： 気象キャスターの役割とは 

回答： 欧米の気象キャスターが積極的に発言しているように、日本のキャスターも多くの情報を発信

できるように活動していきたい。 

 

【当日質問】 

質問： 「もし人間が二酸化炭素ガスを出さなかったら」という仮定は、具体的にはどのようなことな

のでしょうか。呼吸は止められないと思うので、工業活動などを一切しなかったら、ということ

でしょうか？ 

回答： エネルギーを作るとき化石燃料をなるべく使わず二酸化炭素の排出をおさえること、森林を増

やして二酸化炭素を吸収すること、更には二酸化炭素を人為的に回収するなどの技術を計算に入

れています。 

 

質問： 黒潮の大蛇行もずっと続いていますが、それらもエルニーニョなどの現象が影響しています

か？ 

回答： 海流の変化は、黒潮の大蛇行だけではなく世界各地でみられる現象です。エルニーニョ現象の

影響だけではなく偏西風や海水温がかわるなどの影響も考えられています。 

 

質問： 線状降水帯も温暖化の影響でしょうか？ 

回答： 気象レーダーの観測技術がすすんで線状降水帯を見分けることができ大雨対策として有効であ

るとわかりました。線状降水帯のような大雨が頻繁に増えているのは温暖化の影響であるといえ

ます。 

 

質問： 梅雨前線にはなぜ暖かく湿った空気があつまってくるのでしょうか？ 

回答： 季節的に、モンスーン（季節風）の暖かく湿った空気がインド洋や太平洋から東南アジア方面

に集まって日本に来るものが梅雨前線となります。 

 

質問： 東京都が取り組んでいる、緩和策や適応策はありますか。 

回答： 東京都では、以下のように取り組んでいます。東京都は 2050 年 CO２排出実質ゼロ、2030 年

カーボンハーフの実現に向けて様々な取組を実施しております。令和４年 9 月には具体的な目標

と施策のあり方を示した「東京都環境基本計画」を策定しております。 



 

計画をわかりやすくまとめた概要版がございますので是非ご覧ください。 

https://www.kankyo.metro.tokyo.lg.jp/dbook/202211/master_plan/2022-

11_tokyo_kankyogaiyo/#page=1 

 

また、計画の本編についてはこちらをご覧ください。 

https://www.kankyo.metro.tokyo.lg.jp/dbook/202210/master_plan/2022-

10_tokyo_kankyo/#page=1 

 

特に「適応策」に関してご覧になりたい場合は、令和３年３月に策定した「東京都気候変動適応

計画」をご覧ください。

https://www.kankyo.metro.tokyo.lg.jp/policy_others/zeroemission_tokyo/adaptation/plan.files/pl

an.pdf 

 

最新の取組については、今後 3 年間の取組予定を示した「アクションプラン」をご覧ください。 

https://www.kankyo.metro.tokyo.lg.jp/policy_others/zeroemission_tokyo/adaptation/plan.files/ac

tionplan2023.pdf 

 

  

質問： 街路樹が歩道を覆ってくれると夏場は涼しくて歩きやすいのですが、樹木の枝を伸ばすという

取りくみはこれから行なわれる見込みはありますか。 

回答： 東京都では、平成 20 年度から開始した「街路樹の充実事業（街路樹 100 万本計画）」により、

グリーンロードネットワークの充実に向け、街路樹の植栽を進め、予定通り平成 27 年度末に目

標を達成しました。今後は、これまで整備した街路樹について、その生育段階に合わせたきめ細

やかな維持管理を行うことにより、街路樹の健全な育成を行い、成熟した都市にふさわしい潤い

のある道路環境の整備・管理に取り組んでいきます。 

 

併せて、東京２０２０大会に向け、観覧者を夏の厳しい暑さから守るため、大会競技場周辺やマ

ラソンコースを中心に、街路樹による緑陰確保に向けた計画的な剪定を実施しました。この取組

みを大会レガシーとして、令和４年度からは大会関連路線のほか、その他の路線も含めて街路樹

による緑陰確保の取組を進めています。 

 

道路の緑化への取組については、こちらをご覧ください。(東京都建設局 HP) 

https://www.kensetsu.metro.tokyo.lg.jp/jigyo/park/ryokuka/index.html 

 

※記載内容・URL 等は令和 5 年 6 月時点の情報です。 


